
　　報連相にはポイントがある

　よく言われる「報連相（＝報告・連絡・相談）」
は、コミュニケーションの必要性を表した言葉で
す。すっかりおなじみになったこの言葉、最初に
提唱したのは、山種証券（現SMBCフレンド証券）
の社長を務めていた山崎富治さん。報告・連絡・
相談はビジネスにとって非常に大切だという意識
を植え付けるため、毎月１日を「報連相の日」と
定めて、本物のホウレンソウを社員に配ったのが
発端です。
　一般社団法人日本報連相センターという団体が
あり、筆者も会員になっていますが、ここでは「真・
報連相」と名付けて、より質の高い報連相のあり
方を提唱しています。「真・報連相」のポイントは、
報連相にあたって次の３つの視点を持つというこ
とです。
　まずは「目的」。何のために報連相させるのかと
いう目的をしっかり持つこと。
　そして、「相手（部下）のことを考える」という
こと。部下が今、報連相を受けられる状況にある
のか、また部下にとってこの報連相は意味のある
ことなのかを考えることです。
　最後に、「自己」。自分にとっての報連相の意味
も考えることが必要です。

　つまり、自分と報連相のあり方を含めた全体状
況の中で、“手段 ”としての報連相のあり方を捉え
ることが重要です。

　　報連相は、パソコンのOS

　報連相は情報の共有化の手段でもあります。情
報の共有化を図るには、情報を発信する側だけで
なく受け取る側、つまり「きく側」の姿勢も大切。
一口に「きく」と言っても、「聞く」「訊く」「聴く」
という3段階があり、「真・報連相」では「聴く」
を最も重視しています。「聴」という字を分解する
と「耳＋目＋心」になるように、「聴く」とは相手
の言っている言葉だけでなくそこに込められた心
（思い・気持ち）も感じ取ることを意味します。
　以上のような考え方を踏まえて、日本報連相セ
ンターでは右上のような「真・報連相のレベル表」
を作成しています。報連相を合わせて59の項目が
挙げられており、それぞれ自分があてはまるかを
チェックしていくと、自分がどのくらいのレベル
にあるかがわかります。
　報連相は、いわばパソコンのＯＳのようなもの
であり、自分の仕事（＝パソコン）を進めていく
（＝作動させる）のになくてはならない大前提です。
ぜひこの59項目全部をクリアできるように、取り
組んでみてください。

　　上司は最大の労働条件

　日本報連相センターの創立者である糸藤正士さ
んの著書『真・報連相読本』の中に、「企業人にとっ
て最大の環境は上役なり」という言葉があります。
　職場の活力がないと他人事のように言う上司が
いますが、実は上司自身もそれに多大に関わって
います。報連相をしない部下がいるのも、報連相
しにくい雰囲気を上司がつくっているからかもし
れません。ビジネスにおける問題には、その状況
の中に部下という相手だけでなく上司という自分
もいるんだということを、いつも意識しておくこ

理解しよう、報連相
真・報連相に学ぶ、59の勘所

部下育成にさらに自信がつく12カ月

職場におけるコミュニケーションの大切さを示すキ
ーワードとして度々用いられる「報連相」。果たして
皆さんは、その意味を正しく理解されているだろう
か。今回は、一般社団法人日本報連相センターが提
唱する「真・報連相」について紹介する。

松下  直子
株式会社オフィスあん
代表取締役

とが大切です。
　下図は、Ｋ・レビンによる組織活性度の公式です。
行動・成果は、その組織に属する人の能力・性格
と職場の環境・風土の掛け算で決まるということ
です。この「職場の環境」の最たるものが上司で
すから、部下が最適な行動をとるかどうかは上司
によって左右されるということになります。
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